
裾野市 ーあきらめない元気復活プロジェクト始動！ー

✓ 増え続ける総合事業費

✓ 何を課題と捉えるか、行政、包括、SCの違い

何から手を付ければよいのかわからない

✓ 解像度の高い対象者の理解 ターゲット設定

✓ 論理的かつ緻密な思考過程

◆ 検討の背景 ・ 問題意識

✓ リエイブルメント、セルフマネジメント（フレイル予防）、
地域づくり の３つの政策の柱

◆ 活動の特徴

◆ 導き出した結論



直接話を聞き、高齢者が望む暮らしを理解
支えるべきターゲットを明確に

裾野市 注目のポイント その１

ここ見て！

ここ見て！



介護サービス依存から脱却するためにいくつ
もの打ち手を導出した後でまとめた政策

裾野市 注目のポイント その２



次のステップに進むためにどうなっていたいか
（＝初期・中間アウトカム）の設定

裾野市 注目のポイント その３

ここ見て！



さくら市 ーつまずく前の生活に戻れると思えるまちを目指してー

✓ 総合事業の上限超過

✓ 過去の取り組みは人事異動でリセット

✓ 行政と包括の目線や意識のずれ

✓ 誰が方針を打ち出すか、誰が決断するか、迷いの中で自らが
役割を担う覚悟を決めた

✓ 小さなトライアルを通じた手ごたえの獲得

✓ リエイブルメント支援（やれそうな予感）

◆ 検討の背景 ・ 問題意識

◆ 活動の特徴

◆ 導き出した結論



包括が感じている不安やとまどいに向き
合った

さくら市 注目のポイント その１



“覚悟”とそれを受けた周囲の変化

さくら市 注目のポイント その２



走りながら考える。少しやってみることで、
勘所がわかり、自信が持てる

さくら市 注目のポイント その３

高 齢 者 を 見 る
視点と言葉にも
注目！



雲仙市 ーどんな人、どんな世帯も受け止めるための体制づくりー

✓ 重層担当部署を新設

✓ 「実施・準備自治体」でないなか、今後の方向性を具体化しな
ければならない

✓ 関係部署・機関をどう巻き込むか？

✓ （過剰なほど）夢中になって情報収集・分析・検討

✓ その過程で、市・社協・包括の関係を強固に

◆ 検討の背景 ・ 問題意識

◆ 活動の特徴

◆ 導き出した結論

✓ 相談支援機関の受け止める能力の引き上げ ＋ それでも受け
止めきれない人を重層担当が受け止める（組織間の関係性を
変化させていく）



事例を通じた真因分析と、真因ひとつひとつ
に対する対応可否の判断

雲仙市 注目のポイント その１

スタート地点は、
ひとつひとつの事例



支える主体×関わり方に注目した真因の
分類と、それを踏まえた優先順位の決定

雲仙市 注目のポイント その２



前述の検討から導き出した自分たちが取り組む
方向性＝相談機関と重層担当の関係

雲仙市 注目のポイント その３



函南町

✓ 令和4年に重層開始

✓ 手遅れ感のあるケースや本人に困り感のないケースも多い

何かある前に支援を届けたい

✓ 今起きている問題の、ライフサイクルの視点でとらえ直し

✓ うまくいかない原因（真因）をいくつも見出し、それに対応した
打ち手を導出

困ったときに誰かに声が届き安心して生きられる町を目指して
～「予防」こそ函南町の重層支援～

◆ 検討の背景 ・ 問題意識

◆ 活動の特徴

◆ 導き出した結論

✓ 漠然とした問題意識（手遅れ感）を明確な取組の意志に昇華
（ 「 生 き て い る だ け で 良 し 」 と い う 判 断 基 準 を 変 え る ！ ）

=守りの重層から攻めの重層へ



ライフサイクル視点でみた現状の支援体制
の整理

函南町 注目のポイント その１



複雑化・深刻化してからの介入は手遅れ→
川上での介入

函南町 注目のポイント その２



函南町 注目のポイント その３

ライフステージごとに行政と地域、それぞれの
強みの使い分け（すべてを「地域で！」ではない！）
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